
 

 

 

 

議案第１１０号 

「令和５年度北九州市上水道事業会計決算について」 

  ■決算（令和５年度北九州市上水道事業会計決算書より抜粋） 

決算報告書                     ・・・・・・ Ｐ２ 

剰余金処分計算書及び欠損金処理計算書        ・・・・・・ Ｐ６ 

   

議案第１１１号 

「令和５年度北九州市工業用水道事業会計に係る利益の処分及び決算について」 

  ■決算（令和５年度北九州市工業用水道事業会計決算書より抜粋） 

決算報告書                     ・・・・・・ Ｐ７ 

  ■利益の処分（令和５年度北九州市工業用水道事業会計決算書より抜粋） 

剰余金処分計算書（案）               ・・・・・・ Ｐ９ 

 

議案第１１４号 

「令和５年度北九州市下水道事業会計決算について」 

  ■決算（令和５年度北九州市下水道事業会計決算書より抜粋） 

決算報告書                     ・・・・・・ Ｐ９ 

剰余金処分計算書                  ・・・・・・Ｐ１２ 

   

【参考】 令和５年度 上下水道局主要事業          ・・・・・・Ｐ１３ 

 

 

決 算 特 別 委 員 会 資 料 

上下水道局 
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令和５年度 上下水道局決算 主要事業 

 

（１） 上下水道施設の強靱化 

市民生活を守るため、上下水道の強靱化を推進し、災害に強い安全なまち

づくりに取り組みました。 

■上下水道施設の長寿命化と改築・更新    １３，８９８，２５５千円 

高度経済成長期に整備した施設の多くが更新時期を迎えるため、可能

な限り長寿命化を図りました。更新にあたっては、将来需要を考慮し

ながら、施設規模と機能の最適化を図り、重要度・優先度を踏まえた

効率的・計画的な更新を行いました。 
 

・配水管等の更新                      6,344,874 千円 

配水管更新（L＝32.0ｋｍ）、導送水管更新（L＝ 0.8ｋｍ） 
 

・浄水施設の更新                    1,124,370 千円 

伊佐座取水場特高受変電設備更新電気計装工事  など  

  ・配水ブロックの改善               50,610 千円 

尾倉、黒川配水池の統廃合 など 

・工業用水道施設の改築更新            1,059,56８千円 

小竹配水池～三井鉱山配水管布設替工事  など 
  

・下水道施設の改築更新            4,643,267 千円 

日明浄化センター特高受変電設備改良 など 
 

・下水道施設の再編                327,910 千円 

皇后崎・北湊処理区の再編 など  

■豪雨対策の拡充・強化          １，５４７，７８８千円 

近年の集中的な豪雨に起因する浸水被害の危険性が高まっていることか

ら、浸水に対する安全度の向上を図りました。 
 

・昭和町雨水貯留管築造 など 

■震災対策の拡充・強化           ８，２０３，７１８千円 

大規模な災害などが発生した場合でも、安全で安定的な給水や下水処理を

行えるよう、防災・減災の観点から、施設の耐震化やバックアップ機能の

強化に取り組みました。 
 

・浄水場・配水池の耐震化  20,62７千円 

小熊野第一配水池の耐震化工事 など  
 

・水道管路の耐震化《再掲》                        6,344,874 千円 
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配水管等の更新 
 

・浄化センター、ポンプ場の耐震化           444,531 千円 

曽根浄化センター耐震補強 など 
 

・下水道管渠の耐震化                    1,320,676 千円 

日明遮集幹線、東二島北湊主要幹線管渠更生 など 
 

・バックアップ機能の強化                       73,010 千円 

井手浦系配水本管整備 L＝0.2km  など 

■危機管理体制の充実・強化             73,791 千円 
 

・ 災 害 時 に お け る 機 能 確 保 の 推 進         3 1 , 8 4 8 千 円 

応急給水施設整備、マンホールトイレの整備 など 

     ・自助・共助の促進に向けたソフト施策の充実   41,943 千円 

           内水浸水想定区域図の拡充、雨水タンク助成事業 など 

 

（２） 環境負荷の低減 

水環境の向上や資源の有効利用を進め、より良い環境づくりに貢献しま 

した。 

■ 合 流 式 下 水 道 の改 善 推 進             2,459 ,953 千 円 
 

・日明浄化センター合流改善施設 など 

■ 水 質 監 視 強 化                   2 5 , 4 8 2 千 円 

・下水道施設の保全や浄化センターの安定的な運転を目的として、下水処 

理に影響を及ぼす物質の監視強化を図りました。 

■省エネルギーの推進                     44,873 千円 
 

・下水施設照明 LED 化 

■資源の有効利用                      18,107 千円 
 

・下水汚泥の肥料化、水道メーターの再資源化 など 

 

（３） 国内外への貢献 

本市の持つ高い上下水道技術を積極的に国内外で活用するとともに、上下

水道事業の広域化や海外水ビジネスを通じて、国内外の上下水道に関する課

題解決や地域産業の振興に貢献しました。 
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■多様な広域連携の推進                ２，０９０千円 

・水道広域セミナー など 
 

■外郭団体との連携強化            １，１２６，１３４千円 
 

・外郭団体（（株）北九州ウォーターサービス）との連携による 

宗像地区水道施設維持管理等業務委託  
 

■海外事業の展開              １０５，７３５千円 
 

・上下水道技術の国際協力、海外水ビジネスの推進・支援 など 

 

（４） ＤＸの推進 

  ■ＡＩを活用した水道管の劣化診断         ３，８５０千円 

     ・埋設されている水道管の劣化調査を実施し、AI 診断（試行）による劣化 

予測と比較した結果、AI 診断の有効性を確認しました。 

      

  ■衛星画像とＡＩを活用した漏水調査        ９，４２７千円 

・地球観測衛星データと、市が保有する水道管路データを組み合わせ、AI 

技術で解析評価する技術を用いて、漏水調査の実証実験を行いました。 

 

■工事立会受付ＷＥＢシステムの導入          ２，８３８千円 

・工事施工前の申請手続きにおいて、立会受付ＷＥＢシステムを活用し、 

 道路掘削事業者とインフラ事業者（電気・ガス・水道等）が工事情報を 

共有することで、作業の効率化を図りました。 
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